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報道関係各位 

 

一般社団法人中部産業連盟 

 

中産連役員企業を対象とした 
2025年景況予測と企業動向調査を実施 

 

 マネジメント専門団体の一般社団法人中部産業連盟（略称：中産連・会長：藤岡高広・本部：愛知県名古

屋市東区白壁三丁目１２－１３）は、例年、中産連役員企業を対象に翌年の景況予測と企業動向調査を実施

しています。経営環境が激しく変化する時代において、現在から未来に焦点をあて、企業の現状と課題、

2025年の展望などを調査しました。調査結果は、12月1日発行の中産連機関誌「プログレス12月号」にて

公表します。 

 

記 

 
＜調査結果のポイント＞  

※調査結果の詳細は、別添の誌面記事または下記ＵＲＬ、ＱＲコードよりご参照ください。 

・日本経済についての予測は、「停滞」が「上昇」の回答を上回る結果（上昇 42％、停滞 58％）であっ
た。賃上げによる個人消費の活性化、半導体市況の回復の期待がある一方で、地政学的リスク、国内外
の政治動向の不安定化、金融市場の円安傾向の継続に加え、原材料・物流および光熱費等の高騰状況が
続くというマイナス面が上回り、「停滞」を予測する意見が多かった。 

 
・２０２５年の売上高は、67％の企業が「増加」と予測している。昨年も６割以上の企業が「増加」と回

答しており、昨年と同様に売上が拡大すると考えている回答企業が多いことがわかる。対して、経常利
益については、「増加」予測が 50％と低く抑えられているのは、原材料高や人件費などのコストアップ
によるものと考えられる。 

 
・人材確保の方法は、「中途採用」に注力する企業が多い。理由としては、新卒人材を採用しにくくなって

いる、社内の特定の年齢層の人員が少ない状況を改善したい、ＩＴ人材・カーボンニュートラル人材な
ど専門的な技能・技術保有者を採用したい、などが考えられる。実際、採用人数の増減は、「中途採用」
のみ「増加」が半数を超え、「新卒」、「派遣」、「外国人」、「パート／アルバイト」は多くの企業が「横ば
い」（昨年並み）と回答している。また、人材投資は 53％の企業が「増加」させると回答している。毎
年、増加傾向にあることから、人材への投資額は大きくなってきているものと考えられる。 

 
・自社のマネジメント課題の上位５項目は、①人材確保・育成、②経営全般、③中・長期ビジョン、④新

事業展開、⑤生産現場力向上であり、近年と比較すると、「生産現場力向上」がランクアップした。直接
的に売上拡大を狙った取り組みを重視することに加えて、いかにして獲得できた売上に伴う業務を効率
化して利益を確保するか、これまで以上に重要視されていると考えらえる。 

 
■「2025 年景況予測と企業動向調査」実施概要 
 

調査対象：中産連役員企業（会長、副会長、理事、監事、審議役、評議員） 
調査期間：2024 年 10 月 17 日～11 月 6 日 
調査方法：書面で依頼、WEB・メール・紙で回答 
回答社数：47 社 
誌面 URL：https://www.chusanren.or.jp/whatsnew/progress/pdf/progress202412.pdf        

【お問い合せ先】 

一般社団法人中部産業連盟 広報部 

Tel 052-931-3191 Fax 052-931-5198 
URL https://www.chusanren.or.jp 
E-mail members@chusanren.or.jp 

↑誌面PDF 
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2025年景況予測と企業動向調査
中産連役員47氏の予測
（中産連役員アンケート集計結果より）

監　修 : 一般社団法人中部産業連盟	 専務理事	 小坂　信之
まとめ :	 コンサルタント	 岡部　寛央

●会長
愛知製鋼株式会社　取締役会長 藤岡高広
●副会長
大同特殊鋼株式会社　相談役 嶋尾　正
●理事
愛知電機株式会社　取締役社長 小林和郎
愛知時計電機株式会社　取締役会長 星加俊之
中部日本放送株式会社　取締役社長 升家誠司
中央発條株式会社　取締役社長 小出健太
株式会社イノアックコーポレーション　取締役社長 野村　泰
オーエスジー株式会社　取締役会長兼CEO 石川則男
リンナイ株式会社　取締役社長 内藤弘康
敷島製パン株式会社　取締役社長 盛田淳夫
新東工業株式会社　取締役社長 永井　淳
太平洋工業株式会社　取締役会長 小川信也
豊田通商株式会社　取締役CFO 岩本秀之
東陽倉庫株式会社　取締役会長 武藤正春
●監事
株式会社三菱ＵＦＪ銀行　常任顧問 中村昭彦

●審議役
中部電力株式会社　取締役会長 勝野　哲
株式会社大丸松坂屋百貨店　取締役社長 宗森耕二
興和株式会社　取締役社長 三輪 弘
日本ガイシ株式会社　取締役会長 大島　卓
日本特殊陶業株式会社　取締役会長 尾堂真一
岡谷鋼機株式会社　取締役相談役 岡谷篤一
ＣＫＤ株式会社　取締役会長 梶本一典
矢崎総業株式会社　執行役員 細川重夫
●評議員
株式会社アイセロ　取締役副社長 牧野太宣
旭サナック株式会社　取締役社長 服部修一
株式会社中部経済新聞社　取締役社長 恒成秀洋
中京テレビ放送株式会社　取締役会長 丸山公夫
株式会社ＮＴＴドコモ東海支社　東海支社長 田畑智也
株式会社フコク東海　取締役社長 伊藤幹根
岐阜車体工業株式会社　取締役社長 片山純裕
小林クリエイト株式会社　名誉会長 小林祥浩
三菱電機株式会社中部支社　執行役員中部支社長 古谷友明

三菱電機株式会社名古屋製作所　執行役員FAシステム事業本部
　副事業本部長兼名古屋製作所長 田中貴久
名古屋電気株式会社　取締役社長 伊東万樹也
中村建設株式会社　取締役社長 中村仁志
株式会社大垣共立銀行　取締役会長 境　敏幸
株式会社オティックス　取締役会長 小田井博茂
清水建設株式会社名古屋支店　常務執行役員名古屋支店長 坂尾彰信
シヤチハタ株式会社　取締役社長 舟橋正剛
大豊工業株式会社　取締役社長 新美俊生
株式会社高木製作所　取締役会長 髙木龍一
株式会社東郷製作所　取締役社長 相羽繁生
株式会社東海理化電機製作所　生産統括本部長 山田英士
東海テレビ放送株式会社　取締役社長 小島浩資
トヨタ紡織株式会社　取締役社長 白柳正義
株式会社槌屋　取締役社長 大原鉱一
ヤマハ発動機株式会社　取締役常務執行役員 丸山平二

アンケートにご協力いただいた中産連役員（会社名ＡＢＣ順・敬称略）
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Ⅰ
・
日
本
経
済
に
関
す
る
予
測

1
・
２
０
２
５
年
の
景
気
予
測

　

２
０
２
５
年
の
日
本

経
済
に
つ
い
て
の
予
測
は

「
停
滞
」
が
「
上
昇
」
の

回
答
を
上
回
る
結
果
（
上

昇
が
42
％
、停
滞
が
58
％
）

で
あ
っ
た
。
回
答
企
業
の

多
く
は
、
景
気
の
横
ば
い

傾
向
が
継
続
す
る
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
上
昇
」
の
理
由
と
し
て
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
賃
上
げ
継
続
に
よ
る

個
人
消
費
の
活
性
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
半

導
体
市
況
の
回
復
の
期
待
が
あ
る
一
方
で
、
地
政

学
的
リ
ス
ク
、国
内
外
の
政
治
動
向
の
不
安
定
化
、

金
融
市
場
の
円
安
傾
向
の
継
続
に
加
え
、原
材
料
・

物
流
お
よ
び
光
熱
費
等
の
高
騰
状
況
が
続
く
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
面
が
上
回
り
、「
停
滞
」
を
予
測
す

る
意
見
も
多
か
っ
た
。

　

以
下
、
個
別
回
答
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

（
１
）「
上
昇
」
の
理
由

●
企
業
の
設
備
投
資
は
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭

素
、
人
手
不
足
対
策
を
背
景
に
拡
大
継
続
。

●
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
、
自
動
車
、
半
導
体
関
連
な

ど
２
０
２
５
年
度
以
降
の
市
況
復
調
見
込
。

●
賃
上
げ
の
定
着
に
よ
る
個
人
消
費
の
拡
大
。

●
自
動
車
生
産
の
回
復
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
増
加
等
で
企
業
収
益
は
高
水
準
を
継
続
。

（
２
）「
停
滞
」
の
理
由

●
中
国
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
が
大
き
い
こ

と
と
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

戦
争
の
長
期
化
懸
念
。

●
日
本
政
府
の
与
党
過
半
数
割
れ
に
よ
る
政
権

の
不
安
定
運
営
を
危
惧
。

●
人
件
費
や
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
高
に
よ
る
物

価
高
の
影
響
と
消
費
の
低
下
。

●
円
安
、
原
材
料
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
高
騰
、

地
政
学
的
リ
ス
ク
等
、
先
行
き
が
不
透
明
。

2
・
株
価
予
測

　

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
、
最
高
値
で
「
４
万

円
」、最
安
値
で「
３
万
３
千
円
以
上
」で
あ
っ
た
。

最
安
値
は
、
３
万
３
千
円
以
上
が
突
出
し
て
多

い
結
果
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
の
日
経
平
均
株
価
は
３
万
円
か

ら
３
万
４
千
円
の
レ
ン
ジ
相
場
で
、
年
明
け
後
の

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
上
昇
に
転
じ
た
。
４
月
か

ら
は
再
び
レ
ン
ジ
相
場
（
３
万
６
千
円
か
ら
４
万

円
近
辺
）
に
入
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
８
月
に
は
、

史
上
最
大
の
下
落
（
３
万
６
千
円
か
ら
３
万
１
千

円
の
約
５
千
円
の
下
落
）
が
あ
っ
た
も
の
の
、
９

月
に
は
再
び
４
月
に
形
成
し
た
レ
ン
ジ
相
場
に

入
っ
た
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
直
近
の
結
果

を
意
識
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
「
３
万
３
千
円
以
上
」

は
底
堅
い
と
し
て
予
測
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

3
・
２
０
２
５
年
の
日
本
経
済

　

本
調
査
で
は
２
０
２
５
年
の
日
本
経
済
に
つ
い

て
自
由
記
入
で
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は「
国
内
外
の
政
治
」、「
金
融
政
策
」、

「
人
材
不
足
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
」
な
ど
、

明
確
に
浮
上
し
て
い
る
問
題
や
リ
ス
ク
と
新
技
術

へ
の
対
応
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
見
受
け

ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。

　

以
下
、
い
く
つ
か
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

●
財
政
健
全
化
の
堅
持
の
も
と
、
日
本
経
済
が

確
実
に
成
長
軌
道
を
描
け
る
政
策
立
案
と
実

現
を
期
待
す
る
。

●
米
国
大
統
領
選
挙
結
果
に
よ
る
関
税
引
き
上

げ
な
ど
に
よ
る
輸
出
産
業
の
停
滞
、
中
国
経

済
減
衰
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
停
滞
な
ど

経
済
の
停
滞
が
考
え
ら
れ
る
。

●
イ
ン
フ
レ
や
利
上
げ
の
影
響
な
ど
に
よ
り
世

界
的
な
景
気
後
退
や
供
給
チ
ェ
ー
ン
の
問
題

図表１

図表２

図表３
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が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
動
化
や
Ａ
Ｉ
の

導
入
が
進
む
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
が
よ
り
顕
著
に
な
り
、
人
材
の

確
保
と
生
産
性
向
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
、
日
本
企
業
の
課
題
と
な
る
。

●
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連

す
る
産
業
機
械
は
、
中
国
の
市
況
回
復
遅
れ

の
不
安
材
料
が
あ
る
も
の
の
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ

Ｃ
、
自
動
車
、
半
導
体
な
ど
の
市
況
回
復
に

伴
い
、
緩
や
か
に
回
復
基
調
に
な
る
と
予
想
。

Ⅱ
・
自
社
の
動
向
予
測

１
・
売
上
高
の
増
減
予
測

　

６
割
以
上
の
企
業
が

２
０
２
５
年
の
売
上
高

を
「
増
加
」
と
予
測
し

て
い
る
。
昨
年
も
６
割

以
上
の
企
業
が
「
増
加
」

と
回
答
し
て
お
り
、
昨

年
と
同
様
に
売
上
が
拡

大
す
る
と
考
え
て
い
る

企
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
生
産
財
メ
ー
カ
ー
と
消
費
財
メ
ー

カ
ー
、製
造
業
と
小
売
業
な
ど
、業
種
業
態
に
よ
っ

て
予
測
の
背
景
や
根
拠
は
異
な
る
。

　

そ
こ
で
、「
増
加
」、「
横
ば
い
」、「
減
少
」
に

つ
い
て
の
個
別
意
見
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
以
下
に
示
す
。

（
１
）「
増
加
」
の
理
由

●
グ
ル
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
連
結
を
見
る
と
、

海
外
の
売
上
が
円
安
で
か
さ
上
げ
さ
れ
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。

●
公
共
投
資
の
底
堅
い
推
移
と
民
間
設
備
投
資

の
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
く
。

●
２
０
２
５
年
度
は
在
庫
調
整
も
概
ね
適
正
化

に
向
か
い
、
市
況
回
復
に
伴
い
売
上
も
増
加

基
調
に
進
む
と
予
想
。

●
自
動
車
生
産
の
回
復
。
イ
ン
フ
レ
・
円
安
に

よ
る
名
目
売
上
上
昇
。

（
２
）「
横
ば
い
」
の
理
由

●
当
社
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
市
場
成
長
鈍
化
、

中
国
の
経
済
成
長
鈍
化
。

●
主
要
顧
客
で
あ
る
自
動
車
産
業
が
回
復
傾
向

に
あ
り
、
売
上
数
量
は
今
年
度
比
で
増
加
す

る
も
の
の
、
原
材
料
価
格
の
下
落
に
伴
い
販

売
価
格
の
低
下
が
見
込
ま
れ
る
。

（
３
）「
減
少
」
の
理
由

●
現
状
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
来
期
の
売
上
が

不
透
明
の
た
め
。

２
・
経
常
利
益
の
増
減
予
測

　

昨
年
は
「
増
加
」、「
横
ば
い
」
の
割
合
が
同
じ

で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
「
増
加
」
が
50
％
と
大
き

く
な
り
、「
減
少
」
の
割
合
は
16
％
と
小
さ
く
な
っ

た
。
た
だ
し
、
売
上
高
の
「
増
加
」
予
測
の
67
％

に
対
し
て
経
常
利
益
で
の
「
増
加
」
予
測
が
50
％

と
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
材
料
高
や
人

件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

経
常
利
益
予
測
に
関

す
る
個
別
意
見
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）「
増
加
」
の
理
由

●
事
業
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
。

●
原
材
料
費
高
騰
な

ど
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
高
付
加
価

値
商
品
の
販
売
強
化
と
原
価
改
善
な
ど
合
理

化
の
推
進
で
増
益
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

●
売
上
拡
大
に
伴
い
経
常
利
益
も
増
加
す
る
と

見
込
む
。
た
だ
し
、
素
材
や
部
材
、
物
流

費
、
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
見
込
ま

れ
る
た
め
、
製
品
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁
が

で
き
る
か
が
鍵
を
握
る
。

（
２
）「
横
ば
い
」
の
理
由

●
下
請
け
、
仕
入
れ
先
の
値
上
げ
、
そ
の
他
資

材
の
値
上
げ
で
価
格
是
正
が
均
衡
。

●
資
材
高
騰
の
価
格
転
嫁
の
タ
イ
ム
ラ
グ
等
を
要

因
と
し
て
、
若
干
利
益
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

●
営
業
利
益
は
増
加
す
る
も
、
昨
年
に
比
べ
円
高
な

た
め
、
外
貨
建
て
資
産
の
円
換
算
値
が
減
少
。

（
３
）「
減
少
」
の
理
由

●
売
上
が
大
き
く
伸
び
な
い
中
、
一
部
原
材

料
、
燃
料
、
物
流
費
は
上
昇
傾
向
で
あ
り
、

特
に
人
件
費
に
つ
い
て
は
社
会
の
賃
上
げ
要

請
が
高
ま
る
中
、
す
べ
て
の
コ
ス
ト
を
販
売

価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
。

図表４

図表５
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３
・
事
業
投
資
に
つ
い
て

　

事
業
投
資
に
つ
い
て

は
「
増
加
」
50
％
、「
横

ば
い
」
が
36
％
、「
減
少
」

が
14
％
で
あ
っ
た
。
投

資
の
重
点
は
グ
ラ
フ
の

通
り
だ
が
、人
材
・
設
備
・

Ｉ
Ｔ
へ
の
投
資
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。
人
手

不
足
が
恒
常
的
に
な
っ

て
い
る
中
、
人
材
確
保

の
他
に
も
、
設
備
や
Ｉ

Ｔ
へ
投
資
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
業
務
効
率
化

を
図
ろ
う
と
す
る
意
見

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

事
業
投
資
に
つ
い
て

の
個
別
意
見
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

●
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
拡
大
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
た
め
の
人
材
開
発
、
社
会
課
題
解

決
な
ど
継
続
的
な
事
業
成
長
の
た
め
。

●
人
口
動
態
の
変
化
、
加
速
す
る
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
老
朽
化
設
備
の
更
新
を

進
め
つ
つ
、
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
投
資
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
。

●
人
口
減
少
に
よ
り
人
材
採
用
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
人
材
の
育
成
・
確
保
と
生
産
設
備
の
省

人
化
・
省
力
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
も
し
く
は
、
製
品
構
成
の

変
化
を
見
据
え
た
先
行
開
発
、
新
し
い
工
法

の
獲
得
な
ど
が
必
須
の
た
め
。

●
人
手
不
足
の
世
の
中
で
優
秀
な
人
材
確
保
・
定
着

に
は
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
が
必
須
。

●
将
来
に
向
け
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
投
資
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
転
換
に
向
け
た
投
資
。

　

次
節
よ
り
、
投
資
先
と
し
て
多
か
っ
た
人
材
・

設
備
・
Ｉ
Ｔ
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
個
別
に
掘

り
下
げ
る
。

４
・
人
材
投
資
に
つ
い
て

　

人
材
投
資
は
各
社
と

も
増
や
す
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
、
昨
年
の
65
％

か
ら
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
53
％
の
企
業
が

人
材
投
資
を
「
増
加
」

さ
せ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
毎
年
、
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
人

材
へ
の
投
資
額
は
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
全
体
の
人

員
予
測
で
は
「
横
ば
い
」

が
64
％
と
多
か
っ
た
が
、

「
増
加
」
が
昨
年
の
39
％
に
対
し
て
今
年
は
26
％
と

大
幅
に
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
い
る
。
実
際
、
今
年

度
の
人
材
確
保
状
況
を
見
て
も
、「
概
ね
想
定
通
り
」

は
53
％
で
あ
る
も
の
の
、「
想
定
を
下
回
っ
て
い
る
」

が
47
％
と
多
く
、
採
用
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

人
材
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
新
卒
」、「
派

遣
」、「
外
国
人
」、「
パ
ー
ト
／
ア
ル
バ
イ
ト
」
に
関

し
て
は
多
く
の
企
業
が
「
横
ば
い
」（
昨
年
並
み
）

と
回
答
し
て
い
る
が
、「
中
途
採
用
」だ
け
は「
増
加
」

が
53
％
と
な
っ
て
お
り
、
中
途
採
用
に
注
力
す
る

企
業
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て

は
、
新
卒
人
材
を
採
用

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
、

社
内
の
特
定
の
年
齢
層

の
人
員
が
少
な
い
状
況

を
改
善
し
た
い
、
Ｉ
Ｔ
人

材
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
人
材
な
ど
専
門
的

な
の
技
能
・
技
術
保
有

者
を
採
用
し
た
い
、
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

人
材
確
保
に
関
す
る

個
別
意
見
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

●
事
業
戦
略
推
進
に
必

要
な
人
材
の
確
保
、

人
材
の
質
と
数
の
確

保
が
課
題
。

●
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
人
材

確
保
を
優
先
し
た
い
。

●
労
働
生
産
性
の
改

善
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
向
上
の
両
輪

図表６

図表８

図表11

図表９

図表10

図表７
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で
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
変
革
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
資
本
投
資
を

加
速
す
る
。

●
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
も
と
、
全
方
位
で
採

用
活
動
を
展
開
。
特
に
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
・
制
度
の
整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
る
。

●
人
材
投
資
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
が
、

実
際
は
人
の
新
規
雇
用
は
難
し
く
、
退
社
傾

向
も
改
善
さ
れ
ず
、
実
質
人
員
減
（
良
く
て

横
ば
い
）
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
離
職
防
止
、
成
長
期
待
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
積
極
性
を
重
視
し
て
い
る
。

進
学
率
が
上
が
り
、
高
校
生
の
採
用
に
苦
慮

し
て
い
る
。

●
業
界
全
体
と
し
て
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、

現
在
の
ベ
テ
ラ
ン
層
が
退
職
す
る
事
で
さ
ら
に

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

５
・
設
備
投
資
に
つ
い
て

（
１
）
設
備
全
般
に
対
す
る
投
資
に
つ
い
て

　

設
備
投
資
額
は
、
各

社
と
も
規
模
を
維
持
す

る
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
、「
増
加
」
が
49
％

で
あ
り
、「
横
ば
い
」

が
37
％
で
あ
っ
た
。「
増

加
」
と
「
横
ば
い
」
を

合
わ
せ
る
と
、
86
％
の

企
業
が
設
備
投
資
の
規

模
を
維
持
ま
た
は
増
加
さ
せ
、
投
資
を
積
極
的

に
行
う
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

　

投
資
の
重
点
は
、
グ

ラ
フ
の
通
り
で
あ
る

が
、「
生
産
設
備
の
更

新
」
が
29
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
自
動
化
・

ロ
ボ
ッ
ト
化
」
が
28
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
に
つ
い
て

の
個
別
意
見
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

●
２
０
３
０
年
に
向
け
て
事
業
活
動
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
寄
与
す
る
省
エ
ネ
設

備
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
。

●
顧
客
へ
の
供
給
責
任
の
観
点
で
、
生
産
設
備

の
更
新
を
最
重
視
も
「
省
エ
ネ
」
や
「
自
動

化
」
を
通
じ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

生
産
性
向
上
に
も
取
り
組
む
。

●
成
長
分
野
へ
の
生
産
能
力
増
強
投
資
を
進
め

る
と
と
も
に
、
労
働
力
不
足
を
見
据
え
た
省

人
化
・
省
力
化
を
進
め
る
。

●
業
務
効
率
化
、
業
務
拡
大
に
繋
が
る
か
を
判

断
基
準
と
す
る
が
、
費
用
対
効
果
の
見
極
め

が
難
し
い
。

（
２
）
海
外
投
資
に
つ
い
て

　

海
外
で
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
国
内

と
海
外
の
投
資
優
先
度
で
見
る
と
「
国
内
を
優
先
」

と
す
る
回
答
が
50
％
で
「
海
外
を
優
先
」
と
す
る

回
答
が
９
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
ど
ち
ら
も
積
極

的
に
行
う
」
と
い
う
回
答
が
32
％
で
あ
っ
た
。「
ど

ち
ら
も
必
要
最
低
限
」
と
い
う
消
極
的
な
回
答
は

９
％
に
留
ま
り
、
回
答

企
業
に
お
い
て
は
投
資

を
積
極
的
に
行
う
姿
勢

が
見
ら
れ
た
。

　

海
外
拠
点
で
の
生
産
・

研
究
開
発
の
重
点
で
は

「
成
熟
技
術
製
品
」
が

66
％
、「
先
端
技
術
製
品
」

が
16
％
、「
新
製
品
開
発
」

が
10
％
と
い
う
回
答
結

果
で
あ
っ
た
。
収
益
の

主
体
で
あ
る
本
業
（
既

存
事
業
）
の
収
益
源
で

あ
る
成
熟
技
術
製
品
関

連
の
投
資
が
６
割
以
上

を
占
め
る
こ
と
は
当
然

の
結
果
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
で
、
海

外
投
資
に
お
け
る
「
先

端
技
術
製
品
」
と
「
新

製
品
開
発
」
関
連
の
投

資
が
合
計
で
26
％
あ
っ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
顧
客
企
業
の
海

外
進
出
や
魅
力
的
な
海

外
市
場
へ
の
対
応
が
背

景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

海
外
展
開
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
市
場
ニ
ー
ズ

の
大
き
さ
」
が
44
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
取

引
先
の
海
外
進
出
」
が
31
％
、「
国
内
市
場
規
模

の
縮
小
」
が
17
％
で
あ
っ
た
。
人
件
費
等
の
「
低

コ
ス
ト
」
を
理
由
と
し
た
回
答
企
業
は
８
％
で
あ

図表12

図表13

図表14図表15図表16
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り
、
こ
の
結
果
か
ら
は
企
業
の
海
外
展
開
の
中
心

課
題
が
コ
ス
ト
削
減
よ
り
も
販
売
（
売
上
の
確
保
）

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

６
・
Ｉ
Ｔ
投
資
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｔ
投
資
は
、
各

社
と
も
規
模
を
拡
大

す
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
、「
増
加
」
が

67
％
で
あ
り
、「
横
ば

い
」
が
30
％
で
あ
っ

た
。「
増
加
」
と
「
横

ば
い
」
を
合
わ
せ
る

と
、
97
％
の
企
業
が
Ｉ

Ｔ
投
資
の
規
模
を
維

持
ま
た
は
増
加
さ
せ
、

投
資
を
積
極
的
に
行

う
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
投
資
で
実
現

し
た
い
こ
と
は
、「
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率

化
」
が
24
％
、「
生
産

性
向
上
」
が
21
％
と
い

う
回
答
結
果
で
あ
っ
た
。Ｉ
Ｔ
投
資
を
行
う
こ
と
で
、

業
務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
を
実
現
し
た
い
と
い

う
企
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
」
も
21
％
で
あ
り
、
Ｉ

Ｔ
化
を
促
進
す
る
に
伴
っ
て
、
情
報
資
産
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
た
め
、
情
報
資
産
を
守
る
た
め
の

投
資
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

Ｉ
Ｔ
投
資
に
お
い
て
特
に
重
視
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
個
別
意
見
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
や
業
務
効
率
化

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
。

●
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
向

上
、
生
産
性
向
上
、
開
発

効
率
向
上
。
課
題
は
経
営

指
標
、
生
産
状
況
の
見
え

る
化
、
開
発
リ
ー
ド
タ
イ

ム
短
縮
な
ど
。

●
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
業
務
改
革
を
さ
ら

に
推
進
し
、
コ
ア
業
務

へ
の
リ
ソ
ー
ス
の
ア
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

●
世
間
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が

増
加
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連

の
Ｉ
Ｔ
投
資
は
増
加
予
定
。

●
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
機
能
連
携
の
強
化
を
志
向
、
重
点

施
策
と
し
て
「
組
織
横
断
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
の
構

築
」
「
Ｄ
Ｘ
人
財
の
育
成
」
「
環
境
変
化
に
強

い
Ｉ
Ｔ
基
盤
の
整
備
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⅲ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題

１
・
自
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題

（
１
）
今
年
の
結
果

　

27
項
目
の
中

か
ら
２
０
２
５

年
の
自
社
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
課

題
の
上
位
５
項

目
を
特
定
し
て

い
た
だ
き
、
ポ

イ
ン
ト
を
集
計
し
た
。
今
年
の
上
位
５
項
目
は
、

①
人
材
確
保
・
育
成
、
②
経
営
全
般
、
③
中
・
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
、
④
新
事
業
展
開
、
⑤
生
産
現
場
力

向
上
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
課
題
認

識
と
比
較
す
る
と
「
生
産
現
場
力
向
上
」
が

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
０
２
５
年
の
課
題
と
し
て
は
、「
新
事
業
展
開
」

図表17図表18

図表19

図表20
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「
新
製
品
開
発
」「
新
市
場
開
拓
」
と
い
っ
た
、

直
接
的
に
売
上
拡
大
を
狙
っ
た
取
り
組
み
も
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ

に
加
え
て
、
い
か
に
し
て
獲
得
で
き
た
売
上
に

伴
う
業
務
を
効
率
化
し
て
利
益
を
確
保
す
る
か
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
え
る
。

2
・
２
０
２
５
年
は
自
社
に
と
っ
て

	

ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
か

　

調
査
の
最
後
に
２
０
２
５
年
が
ど
の
よ
う
な

年
に
な
る
か
お
聞
き
し
、
多
数
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
以
下
に
紹
介
す
る
。

●
戦
略
的
な
「
製
品
開
発
」
と
「
も
の
づ
く
り

改
革
」
を
業
務
の
標
準
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
で

実
践
さ
せ
る
。
（
株
式
会
社
東
郷
製
作
所
）

●
２
０
２
５
年
の
飛
躍
に
向
け
、
実
力
を
蓄
え

る
年
。
（
三
菱
電
機
株
式
会
社
中
部
支
社
）

●
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
一
部
に

「
若
者
の
テ
レ
ビ
離
れ
」
が
さ
さ
や
か
れ
る
厳

し
い
状
況
を
飛
躍
へ
の
好
機
と
捉
え
、
投
資

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
化
。
開
局
以
来
最
高

額
と
な
る
制
作
費
を
投
入
し
た
番
組
編
成
改

革
、
開
局
55
周
年
事
業
を
通
じ
た
新
規
事
業

創
出
を
柱
に
、
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０

達
成
に
向
け
た
土
台
形
成
に
注
力
し
て
い

る
。
（
中
京
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
）

●
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
焉
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要

落
ち
込
み
や
中
国
経
済
の
成
長
減
速
、
為
替
影

響
な
ど
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
方
向
に

あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
新
た
な
価
値
創
出
に
注
力
し
、
世
界

の
人
々
に
感
動
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
企
業
で

あ
り
続
け
た
い
。（
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社
）

●
経
営
基
盤
強
化
に
よ
り
、
市
場
の
変
化
・
変

動
の
対
応
力
を
一
層
強
化
す
る
一
年
と
す

る
。
（
株
式
会
社
槌
屋
）

●
内
外
市
場
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

成
長
が
で
き
る
た
め
の
現
場
力
向
上
を
図

る
。
（
株
式
会
社
高
木
製
作
所
）

●
大
き
な
変
化
に
挑
戦
す
る
年
。
（
岡
谷
鋼
機

株
式
会
社
）

●
２
０
２
５
年
も
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
地
域
の
視
聴
者
の
皆

さ
ま
に
価
値
あ
る
情
報
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
を
提
供
し
て
い
く
。
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
指
し
て
、
感
動
と
勇
気
を
創
造
し

人
々
の
役
に
立
つ
企
業
で
あ
り
続
け
る
。

（
東
海
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
）

●
社
会
情
勢
が
今
ま
で
以
上
に
急
激
に
変
化
し
、

当
初
計
画
が
す
ぐ
に
陳
腐
化
す
る
よ
う
な
こ
と

が
常
態
化
し
て
い
る
。
会
社
運
営
の
柔
軟
な
対

応
力
お
よ
び
、
総
合
力
が
問
わ
れ
る
年
に
な
る

と
考
え
る
。（
矢
崎
総
業
株
式
会
社
）

●
２
０
２
４
年
か
ら
２
０
２
６
年
の
中
期
経
営
計

画
は
、
飛
躍
的
成
長
へ
の
通
過
点
で
あ
る
「
変

革
期
」
と
捉
え
て
お
り
、
２
０
２
５
年
も
継
続

し
て
本
業
で
あ
る
リ
テ
ー
ル
事
業
の
深
化
と

し
て
、
「
国
内
・
海
外
顧
客
層
の
拡
大
」
「
顧

客
接
点
の
魅
力
向
上
」
「
高
質
・
高
揚
消
費
層

へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
」
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。
（
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
）

●
２
０
２
４
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
中
期

経
営
計
画
２
０
２
８
」
の
も
と
、
基
本
方
針

に
掲
げ
た
「
新
製
品
・
新
事
業
の
発
掘
・
育

成
」
「
も
の
づ
く
り
力
の
強
化
」
「
経
営
基

盤
の
強
化
」
の
取
り
組
み
を
本
格
化
す
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
「
も
の
づ
く
り
を

通
じ
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
と
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
企
業
集
団
」
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
す
。

（
愛
知
電
機
株
式
会
社
）

●
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
は
、

主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。
当
社
は
ガ
ス
以
外
へ
の
対
応

も
強
化
し
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
商

品
で
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
地
球
環
境
に

貢
献
で
き
る
企
業
と
し
て
評
価
さ
れ
る
年
と

し
た
い
。
（
リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社
）

●
創
立
70
周
年
の
節
目
の
年
、
１
０
０
周
年
に

向
け
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
一
年
と
し
た
い
。

（
中
村
建
設
株
式
会
社
）

●
深
刻
な
担
い
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
働
き
が
い
と
活
力
に
満
ち
た
職
場
環
境

を
構
築
し
、
次
世
代
を
担
う
若
年
層
に
向
け
た

建
設
業
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
年
と
し
た
い
。

（
清
水
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
）

●
「
モ
ノ
づ
く
り
の
心
を
大
切
に
し
、
社
会
に
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
広
が
る
お
客
さ
ま
に
し
っ
か
り
と
寄
り

添
い
、
課
題
解
決
・
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
世
界
中
を
“
笑
顔
”
に
変
え

て
、
お
客
さ
ま
、
社
員
、
そ
し
て
す
べ
て
の
ス
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テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
選
ば
れ
続
け
る
企
業
を
目

指
し
、
さ
ら
な
る
成
長
、
そ
し
て
発
展
を
遂
げ

る
一
年
と
し
た
い
。
（
新
東
工
業
株
式
会
社
）

●
従
来
の
放
送
ビ
ジ
ネ
ス
の
再
価
値
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
た
な
収
益
の
柱
を
創
出
し
、
地

域
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
地
域
社
会
の
経
済
や
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
邁
進
し
て
い

く
。
（
中
部
日
本
放
送
株
式
会
社
）

●
将
来
へ
の
挑
戦
の
一
年
。
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株

式
会
社
）

●
２
０
２
５
年
も
世
界
情
勢
、
国
内
経
済
・
政

治
の
動
向
に
よ
り
先
行
き
が
読
め
な
い
年
に

な
る
。
脱
中
国
が
進
む
こ
と
を
踏
ま
え
リ
ス

ク
を
感
じ
て
、
よ
り
一
層
進
む
べ
き
方
向
を

決
め
る
こ
と
も
必
要
。
来
年
に
か
け
て
し
っ

か
り
足
元
を
固
め
た
い
。
そ
の
中
で
も
新
規

事
業
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
動
き
は
続
け
て

い
き
た
い
。
（
名
古
屋
電
気
株
式
会
社
）

●
Ｉ
Ｇ
ア
リ
ー
ナ
を
軸
に
中
部
地
方
経
済
の
活

性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
年
に
し
た
い
。

（
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海
支
社
）

●
中
計
２
年
目
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
確
実
に

達
成
す
る
と
と
も
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
持

続
的
成
長
に
資
す
る
成
長
戦
略
に
着
手
し
、

あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ご
期
待
に

応
え
る
。
（
愛
知
製
鋼
株
式
会
社
）

●
中
長
期
経
営
課
題
「Beyond	the	Ocean

」
・

中
期
経
営
計
画
「N

EX
SU
S-26

」
の
達
成
に

向
け
た
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
年
と
し
た

い
。
（
太
平
洋
工
業
株
式
会
社
）

●
新
製
品
拡
販
、
新
市
場
開
拓
が
効
果
的
に
機

能
す
る
重
要
な
年
に
な
る
。
（
旭
サ
ナ
ッ
ク

株
式
会
社
）

●
社
会
経
済
・
産
業
構
造
の
変
化
を
事
業
好
機

と
し
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
革
を
遂

行
し
て
い
く
。
（
大
同
特
殊
鋼
株
式
会
社
）

●
10
年
先
も
継
続
的
に
成
長
で
き
る
企
業
に
な

る
た
め
の
重
要
な
一
年
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
（
株
式
会
社
オ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）

●
２
０
２
５
年
は
当
社
に
と
っ
て
重
要
な
年
と

な
る
。
世
界
経
済
の
不
透
明
感
が
続
く
中
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
事
業
活
動

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。
脱
炭
素

と
デ
ジ
タ
ル
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。
ま

た
、
世
界
の
工
場
で
は
自
動
化
が
一
層
求
め

ら
れ
、
当
社
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
。
さ
ら
に
、
新
製
品
開
発
の
推
進
に
も
力

を
入
れ
、
持
続
可
能
な
未
来
を
目
指
す
。

（
三
菱
電
機
株
式
会
社
名
古
屋
製
作
所
）

●
業
務
見
直
し
に
よ
る
余
力
づ
く
り
と
中
長
期

を
見
据
え
た
足
場
固
め
活
動
の
推
進
。
（
岐

阜
車
体
工
業
株
式
会
社
）

●
創
立
１
０
０
年
ま
で
の
残
り
四
半
世
紀
の
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
売
上
・
収
益
・
株
価

な
ど
会
社
の
成
長
の
兆
し
を
具
体
的
に
示
す

年
。
（
中
央
発
條
株
式
会
社
）

●
２
０
３
０
年
と
い
う
新
た
な
目
標
に
向
か
っ

て
ス
タ
ー
ト
す
る
大
変
重
要
な
年
に
な
る
。

（
株
式
会
社
フ
コ
ク
東
海
）

●
中
期
経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
且
つ
長

期
経
営
計
画
達
成
に
向
け
て
、
変
革
を
着
実

に
実
行
し
て
い
く
大
事
な
一
年
。
（
日
本
特

殊
陶
業
株
式
会
社
）

●
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る
成
長
戦
略
、
人
財

戦
略
、
経
営
基
盤
強
化
戦
略
の
も
と
、
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。
（
株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
）

●
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
、
明
る
く
健
や
か
で
、
笑
顔
が
絶

え
な
い
年
に
な
る
よ
う
願
う
。
（
ト
ヨ
タ
紡

織
株
式
会
社
）

お
わ
り
に

　

２
０
２
４
年
の
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
れ

ば
２
０
２
５
年
は
少
な
く
と
も
現
在
の
傾
向
が

下
降
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、
横
ば
い
で
あ
る

と
い
う
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
、

日
本
の
二
大
輸
出
先
で
あ
る
米
国
、
中
国
の
経

済
動
向
は
懸
念
材
料
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
、
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
も
引
き
続
き
企

業
業
績
に
と
っ
て
の
心
配
材
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
将
来
予
測
の
中
、
新
事
業
展
開

や
新
市
場
開
発
な
ど
、
積
極
的
に
収
益
を
拡
大

す
る
意
識
と
業
務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
も
同

時
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
題
に
関
す
る
回
答
か
ら
も
読
み
取
れ
、
中
産

連
会
員
を
代
表
す
る
役
員
各
社
の
力
強
さ
を
感

じ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
中
産
連
役
員
の
皆
さ
ま
に
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、
中
部
産
業
連
盟
が
実
施
し
た

「
２
０
２
５
年
景
況
予
測
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
う
ち
、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
、
企
業
が
重
視
す
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
題
に
つ
い
て
、
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る

５
つ
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
深
掘
り
す
る
。

　
「
２
０
２
５
年
景
況
予
測
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
最

終
項
目
に
「
重
要
度
が
高
い
と
考
え
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
題
」
と
い
う
質
問
が
あ
る
の
だ
が
、
回
答

企
業
が
重
要
だ
と
考
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
の

上
位
５
項
目
は
図
表
１
に
示
し
た
５
つ
で
あ
っ
た

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
２
～
９

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）。

　
「
人
材
確
保
・
育
成
」
は
４
年
連
続
で
１
位
で

あ
り
、
多
く
の
企
業
が
重
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
題
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の

生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
の
人
口
）
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
新
卒
者
の
採
用
は
ま
す
ま
す

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
中

堅
・
中
小
企
業
は
採
用
に
苦
戦
す
る
企
業
が
多

く
、
今
後
も
人
材
不
足
へ
の
対
応
が
重
要
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
上
位
５
項
目
が
相
互
に
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
見
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。

課
題
相
互
の
関
連
性

　

上
位
５
つ
の
課
題
の
関
連
性
を
図
表
２
に
整

理
し
た
。

　

見
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る
と
お
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
企
業
の
課
題
認
識
は
目

先
の
問
題
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
は
、
中
長
期

の
成
長
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
い
る
。
第
４
位

の
「
新
事
業
展
開
」
は
明
確
に
未
来
志
向
の
課

監　修 : 一般社団法人中部産業連盟	 専務理事	 小坂　信之
まとめ : 中産連マネジメント研究所	 上席主任コンサルタント	 橋本　豊

2025年のマネジメント課題
−企業の課題認識と対策の考え方−

図表１

図表２
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題
で
あ
る
が
、
第
５
位
の
「
生
産
現
場
力
向
上
」

も
既
存
事
業
の
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
不

可
避
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
上
位
に
は
「
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
は
中
・
長
期
計
画
よ
り
も
緩
や
か
に
定
義
さ

れ
た
「
構
想
」
で
あ
る
。
上
位
方
針
と
し
て
示

さ
れ
た
全
社
ビ
ジ
ョ
ン
に
従
っ
て
、
既
存
事
業

の
各
部
門
お
よ
び
新
事
業
開
発
部
隊
は
個
別
の

方
針
と
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
。

　

そ
の
実
行
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
育
成
が

第
１
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
か
ら
既
存
事
業
の
強
化
お
よ
び
新
事

業
の
展
開
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
確
保
育
成

と
い
っ
た
経
営
の
全
体
を
効
率
化
・
高
度
化
す

る
と
い
う
意
味
の
「
経
営
全
般
」
が
重
要
課
題

の
２
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
全
体
構
造
を
確
認
し
た
上
で
、
一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
つ
い
て
深
掘
り
し
て
い
く
。

課
題
①　
人
材
確
保
・
育
成

　

人
材
不
足
の
深
刻
化
が
止
ま
ら
な
い
。
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
し
続
け
て
い
る
（
図
表
３
）。

　

し
た
が
っ
て
、
減
り
続
け
る
生
産
年
齢
人
口

と
い
う
環
境
に
い
か
に
し
て
適
応
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
課
題
と
な
る

が
、
こ
の
環
境
に
適
応
す
る
た
め
の
方
策
は
単

に
人
員
を
増
や
す
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
現
在

の
問
題
が
「
人
手
不
足
」
で
は
な
く
「
人
材
不
足
」

と
言
わ
れ
る
の
は
、
人
員
数
の
不
足
だ
け
で
な

く
、
必
要
な
ス
キ
ル
（
能
力
）
の
不
足
と
い
う

問
題
を
含
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

　

人
材
の
ス
キ
ル
（
業
務
遂
行
能
力
）
の
問
題
は

３
つ
の
方
向
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ッ
プ
ス

キ
リ
ン
グ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
ス
キ
リ
ン

グ
の
３
つ
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
は
「
す

で
に
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
の
上
位
の
ス
キ
ル
を
獲

得
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
何
ら
か
の
技
能

検
定
の
２
級
を
保
有
し
て
い
る
人
が
１
級
を
取
得

す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
ク
ロ
ス

ス
キ
リ
ン
グ
は
ど
ち
ら
も
「
新
た
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
両
者
は
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
「
こ
れ
ま
で
保
有
し
て
い
た

ス
キ
ル
が
陳
腐
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
そ
れ
と

は
別
の
新
た
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
」
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
の
に
対
し
て
、
ク
ロ
ス
ス
キ

リ
ン
グ
は
「
い
ま
保
有
し
て
い
る
ス
キ
ル
を
活

か
せ
る
よ
う
な
別
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
点
で
異
な
る
。

　

今
後
の
人
材
育
成
は
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
（
既

存
の
ス
キ
ル
・
技
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
）
の
方
向

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
ク
ロ
ス

ス
キ
リ
ン
グ
を
考
え
な
が
ら
教
育
訓
練
計
画
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
特
に
、
ク

ロ
ス
ス
キ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
技
術
者
が
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
知
識
や
提
案
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と

で
開
発
方
面
に
も
営
業
方
面
に
も
良
い
影
響
が

出
る
と
い
う
よ
う
に
、
人
材
の
レ
ベ
ル
を
飛
躍
的

に
引
き
上
げ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

ク
ロ
ス
ス
キ
リ
ン
グ
を
念
頭
に
置
い
た
教
育

訓
練
計
画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
た
め
に
は
、

会
社
全
体
の
め
ざ
す
姿
と
各
業
務
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
既
存
事
業
の
変
革
や
新
規
事
業
開
発
に

つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

既
存
事
業
の
変
革
や
新
規
事
業
開
発
に
つ
い

て
考
え
る
の
は
経
営
企
画
部
門
の
仕
事
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
は
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
経
営

企
画
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
方
法
は
２
つ
あ
っ
て
、
ひ
と
つ

は
人
事
部
と
経
営
企
画
部
門
が
連
携
す
る
方
法

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
人
事
部
が
経
営
企
画

の
視
点
と
発
想
を
持
つ
方
法
で
あ
る
。
中
堅
・

中
小
企
業
で
経
営
企
画
部
門
が
な
い
企
業
は
こ

の
機
会
に
経
営
企
画
部
門
を
設
置
し
て
も
よ
い

だ
ろ
う
し
、
人
事
部
が
経
営
企
画
的
な
視
点
で

人
材
育
成
を
企
画
・
推
進
す
る
こ
と
を
方
針
と

し
て
出
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

図表３
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課
題
②　
経
営
全
般

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
選
択
肢
に
「
経
営
全
般
」
と
い

う
項
目
が
あ
る
の
は
奇
妙
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

経
営
者
や
役
員
層
と
接
し
て
い
る
と
、
こ
の
「
経

営
全
般
」
と
い
う
選
択
肢
に
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感

は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
組
織
文
化
、
組
織
風
土
的
な

も
の
も
含
め
て
「
意
思
決
定
か
ら
業
務
実
行
ま
で
、

社
員
全
員
の
動
き
を
効
率
化
、
高
度
化
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
も
っ
た
経
営
層
は
多
い
。

　
「
も
う
一
段
上
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
経
営

者
も
い
る
が
、
要
す
る
に
「
特
別
に
何
か
を
大
き

く
変
え
る
と
か
、
特
定
の
部
分
を
集
中
し
て
強
化

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
会
社
全
体
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
担
当

業
務
を
明
確
に
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
多
能
工

化
を
進
め
て
相
互
支
援
的
に
助
け
合
い
な
が
ら
業

務
を
こ
な
し
て
い
る
中
小
企
業
の
場
合
に
は
、
こ

う
し
た
思
い
を
持
つ
経
営
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
経
営
全
般
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
と

い
う
と
漠
然
と
し
て
い
て
対
策
を
立
て
に
く
い

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
Ｄ
Ｘ
と

い
う
方
法
論
が
登
場
し
、
あ
る
程
度
は
経
営
全

般
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
個
々
の
業
務
領
域
の
効
率

化
の
た
め
に
用
い
て
し
ま
う
と
方
向
性
を
見
誤
る
可

能
性
が
あ
る
。「
Ｉ
Ｔ
化
は
情
報
部
門
の
仕
事
だ
が
、

Ｄ
Ｘ
化
は
経
営
の
仕
事
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
Ｉ

Ｔ
化
が
情
報
技
術
に
よ
っ
て
業
務
を
効
率
化
し
、
よ

り
大
量
の
業
務
を
処
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
な
ら
、
Ｄ
Ｘ
化
は
情
報
技
術
に
よ
っ
て

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
り
、
経
営
そ
の

も
の
を
高
度
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
Ｄ
Ｘ
化
は
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
大
幅
な
変
革
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
、
組
織
文
化
の
改
革
ま
で
を

も
含
む
大
き
な
概
念
で
あ
り
、
経
営
全
般
を
効
率

化
・
高
度
化
す
る
取
り
組
み
な
の
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｘ
化
は
会
社
全
体
の
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ

る
と
い
う
意
味
で
、
人
材
不
足
の
解
消
に
も
貢
献
す

る
と
期
待
で
き
る
。
各
部
門
が
個
別
に
Ｉ
Ｔ
化
す
る

こ
と
で
部
門
間
の
業
務
の
連
携
を
断
ち
切
ら
な
い
よ

う
に
、
経
営
全
般
の
効
率
化
・
高
度
化
の
た
め
の
Ｄ

Ｘ
化
と
い
う
視
点
で
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｘ
化
に
関
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、す
べ
て
を
機
械（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
）
に
や
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
情
報
技
術
が
進
歩
し
て
も
、
人
間
が

や
っ
た
方
が
い
い
作
業
と
い
う
も
の
は
あ
る
は
ず
な

の
で
、
そ
こ
ま
で
機
械
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

注
意
し
た
い
。
あ
く
ま
で
も
業
務
が
淀
み
な
く
流
れ

る
こ
と
を
め
ざ
し
、
人
間
と
人
間
、
機
械
と
機
械
、

人
間
と
機
械
の
接
点
が
業
務
の
流
れ
を
止
め
な
い
よ

う
な
業
務
設
計
を
し
て
、
そ
こ
に
Ｄ
Ｘ
の
考
え
方
と

ツ
ー
ル
を
用
い
る
発
想
が
求
め
ら
れ
る
。

課
題
③　
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　

中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
言
い
換
え
る
な

ら
「
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
企

業
の
構
想
」
で
あ
る
。
外
部
環
境
は
常
に
変
化

し
て
い
る
。
近
年
で
は
変
化
の
振
れ
幅
や
ベ
ク

ト
ル
が
読
み
に
く
く
な
り
、
方
針
を
立
て
づ
ら

い
と
感
じ
て
い
る
企
業
も
多
い
は
ず
だ
。
変
化

は
非
線
形
的
で
あ
り
、
何
が
ど
の
よ
う
に
外
部

環
境
を
変
化
さ
せ
る
の
か
予
測
し
に
く
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
長
期
的
に
は
静
的

な
計
画
、
言
い
換
え
る
な
ら
硬
直
的
な
計
画
は

あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
計

画
も
変
え
な
い
と
い
け
な
い
。
硬
直
的
な
計
画

は
柔
軟
性
を
奪
う
と
い
う
意
味
で
リ
ス
ク
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
そ
も
そ
も
、
５
年
後
、
10
年

後
ま
で
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
で
き
る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し
て
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
設
定
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

計
画
は
状
況
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

企
業
の
目
的
を
、
価
値
を
生
み
出
し
、
そ
れ

を
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と
と
定
義
す
る
な
ら
、

構
想
の
中
心
に
置
く
べ
き
は
「
既
存
事
業
の
高

度
化
と
新
規
事
業
の
開
発
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
企
業
は
既
存
事
業
を
通
じ
て
顧
客
に
価
値

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
将
来
の
既
存
事
業
」

と
な
る
べ
き
新
た
な
事
業
を
い
ま
の
段
階
か
ら

企
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
経
営
資
源
は
有
限
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
経
営
資
源
を
既
存
事
業
の
高
度
化
と
新

規
事
業
の
開
発
に
ど
の
よ
う
に
割
り
振
る
か
と

い
う
こ
と
が
、
長
期
の
構
想
に
と
っ
て
重
要
な

検
討
課
題
と
な
る
。
足
元
の
収
益
を
稼
ぐ
か
ら

と
い
っ
て
既
存
事
業
に
集
中
し
す
ぎ
る
と
将
来

の
収
益
の
源
泉
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

将
来
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
は
足
元
の
収
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益
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、

既
存
事
業
と
新
規
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

既
存
事
業
を
守
り
つ
つ
新
規
事
業
の
開
発
に

挑
戦
す
る
企
業
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
来
年

以
降
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
と
予
想
さ

れ
る
。

課
題
④　
新
事
業
展
開

　

新
事
業
展
開
に
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
事
業

を
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
新
規
事
業
開
発
と
既

存
事
業
の
技
術
や
製
品
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て

新
し
い
ユ
ー
ザ
ー
業
界
に
提
供
す
る
こ
と
を

狙
っ
た
新
分
野
開
拓
が
含
ま
れ
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
大
手
メ
ー
カ
ー
に
部

品
を
供
給
し
て
い
る
中
堅
・
中
小
メ
ー
カ
ー
の

場
合
、
価
値
創
造
の
源
泉
は
製
造
能
力
で
あ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
顧
客
企
業
の
要
求

す
る
ス
ペ
ッ
ク
の
部
品
を
低
コ
ス
ト
、
短
納
期

で
提
供
す
る
の
に
必
要
な
製
造
能
力
が
受
注
を

左
右
す
る
。

　

こ
の
状
況
か
ら
新
事
業
展
開
を
考
え
る
と
き
、

ま
ず
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
基
本
能
力
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
の
基
本
能
力

と
は
以
下
の
３
つ
で
あ
る
。

【
メ
ー
カ
ー
の
基
本
能
力
】

・
開
発
能
力
（
価
値
を
創
造
す
る
）

・
製
造
能
力
（
価
値
を
具
現
化
す
る
）

・
営
業
能
力
（
価
値
を
収
益
化
す
る
）

　

こ
の
３
つ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ず
は

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
十
分
な
能
力
を
社
内
に
蓄

え
る
。
そ
の
上
で
、
新
事
業
展
開
の
た
め
に
は
、

さ
ら
に
３
つ
の
能
力
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
が
以
下
の
３
つ
で
あ
る
。

【
新
た
に
獲
得
す
べ
き
能
力
】

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
（
顧
客
を
知
る
）

・
企
画
能
力
（
製
品
や
事
業
を
構
想
す
る
）

・
提
案
能
力
（
顧
客
を
動
か
す
）

　

新
事
業
展
開
に
取
り
組
む
企
業
は
、
闇
雲
に

着
手
す
る
の
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
（
特
に
市
場
分
析
能
力
）
や
企
画
能
力
の
強

化
を
想
定
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

と
よ
い
だ
ろ
う
。
提
案
能
力
は
営
業
能
力
に
含

ま
れ
る
能
力
だ
が
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
企
業
の
場

合
は
大
手
優
良
顧
客
と
の
長
期
取
引
が
収
益
の

柱
に
な
っ
て
い
る
企
業
も
多
く
、
新
規
顧
客
へ

の
提
案
機
械
が
少
な
い
企
業
も
多
い
。
し
か
し
、

新
事
業
展
開
で
は
新
規
顧
客
へ
の
営
業
も
当
然

発
生
し
、
そ
こ
で
は
提
案
能
力
が
重
要
な
能
力

と
な
る
た
め
、
新
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
企

業
は
提
案
能
力
の
強
化
も
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

課
題
⑤　
生
産
現
場
力
向
上

　

生
産
現
場
力
の
向
上
は
古
く
て
新
し
い
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
題
だ
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
メ
ー
カ
ー
は
継
続
的
に
生
産
現

場
の
改
善
を
行
っ
て
き
た
は
ず
だ
が
、
昨
今
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
い
う
課
題

に
取
り
組
む
た
め
に
は
「
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も

の
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
競
争
力
強
化
の
た

め
に
も
、
生
産
現
場
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
生
産
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
・

高
度
化
は
生
産
現
場
の
努
力
だ
け
で
実
現
す
る

も
の
で
は
な
く
、
会
社
全
体
で
の
取
り
組
み
が

必
要
に
な
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
そ
う
し
た
生

産
性
、
効
率
性
の
追
求
は
個
々
の
改
善
の
積
み

上
げ
だ
け
で
な
く
、
業
務
の
全
体
最
適
の
観
点

か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

社
内
の
業
務
を
連
動
さ
せ
て
全
体
最
適
を
実

現
す
る
た
め
の
手
法
を
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
企
業
が
生
み
出
す

あ
ら
ゆ
る
価
値
は
「
業
務
」
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
。
製
造
だ
け
で
な
く
、
企
画
業
務
、
経

理
業
務
な
ど
、
企
業
の
活
動
は
「
業
務
の
総
和
」

で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
、
開
発
、
製
造
、
営
業
、
経
理
、
人
事
な

ど
の
業
務
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
バ
ラ
バ
ラ

に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
顧
客
に
価
値
を
提
供

す
る
活
動
全
体
を
統
合
し
、
価
値
の
創
造
と
提

供
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
な
く
そ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

中
部
産
業
連
盟
で
は
、
２
０
２
０
年
頃
か
ら

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
・

普
及
活
動
を
進
め
て
い
る
。
図
表
４
は
、
中
部

産
業
連
盟
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
示
し
た
図
で

あ
る
が
、
具
体
的
業
務
が
戦
略
上
の
意
図
を
確

実
に
業
務
成
果
に
つ
な
げ
る
た
め
の
業
務
全
体
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の
連
携
を
示
し
て
い
る
。

　

中
部
産
業
連
盟
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
機
能

別
、
部
門
別
単
位
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
企

業
全
体
の
視
点
か
ら
捉
え
、
業
務
連
鎖
（
機
能

や
部
門
を
超
え
た
業
務
の
つ
な
が
り
や
連
携
、

流
れ
）
の
観
点
で
一
気
通
貫
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
追
求
す
る
考
え
方
」
と
定
義
し
て
い
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
企
業
の
業
務
全
体
が
ひ
と

つ
の
大
き
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す
る
状
態

を
め
ざ
す
の
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
Ｄ

Ｘ
化
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
情
報
技
術
に
よ
っ

て
各
業
務
を
つ
な
ぎ
、
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
な
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
Ｄ
Ｘ
化
に

よ
っ
て
実
現
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

「
景
況
予
測
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
・

Ａ
Ｉ
」
の
回
答
が
第
７
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
こ
と
も
頷
け
る
（「
２
０
２
５
年
景
況
予
測

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
図
表
20
を
参
照
の
こ
と
）。
Ｄ

Ｘ
化
の
推
進
は
生
産
現
場
の
向
上
に
も
経
営
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
（「
経
営
全
般
」
と
い
う
回

答
）
に
も
関
連
す
る
課
題
だ
か
ら
だ
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
「
シ

ス
テ
ム
を
統
合
し
て
終
わ
り
」
と
し
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。
事
業
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
。

当
然
、
企
業
の
各
業
務
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
統
合
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
全
体
に

つ
い
て
も
「
継
続
的
な
改
善
」
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
業
務
全
体
の
改
善

は
業
務
ご
と
の
改
善
と
は
異
な
り
、
担
当
部
門

内
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
部
門
が
集

ま
っ
て
改
善
を
検
討
し
企
画
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

部
門
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
、

連
携
を
強
化
す
る
必
要
が
出
て
く
る
は
ず
だ
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、「
２
０
２
５
年
景
況
予
測
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
各
社
が
考
え
る
「
重
要
度

の
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
」
の
上
位
５
項
目

を
中
心
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
に
つ
い
て
見
て

き
た
。

　

企
業
は
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
て
い
る
。

そ
の
挑
戦
は
ミ
ク
ロ
（
個
別
課
題
）
で
見
れ
ば

バ
ラ
バ
ラ
な
行
動
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
企
業
と
い
う
有
機
体
が
環
境
変
化
に

適
応
す
る
活
動
と
い
う
マ
ク
ロ
の
視
点
で
見
れ

ば
整
合
性
の
取
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
少
な
く
と
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見

る
限
り
企
業
の
課
題
意
識
は
整
合
性
の
取
れ
た

も
の
で
あ
り
、
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し

て
既
存
事
業
・
新
規
事
業
の
両
面
で
価
値
創
造

価
値
提
供
の
能
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
図
が

見
え
る
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
人
材
の
確
保

と
育
成
、
そ
し
て
経
営
全
体
の
効
率
化
と
高
度

化
を
め
ざ
す
と
い
う
方
向
性
が
見
え
る
。

　

隠
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
個
別
業
務
の
改
善
で

経
営
力
を
高
め
て
き
た
日
本
企
業
に
と
っ
て
は

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
は
そ
れ
自
体
が
大
き
な
挑
戦
で
あ
り
、
一

大
変
革
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

全
社
の
業
務
を
統
合
す
る
た
め
に
は
会
社
の

方
針
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
と

同
時
に
、
部
門
間
・
事
業
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る
と
い
う
組
織
風
土
改
革

も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。「
２
０
２
５
年
景
況
予

測
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
か
ら
は
、
各
社
の
こ

の
よ
う
な
課
題
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

■
本
件
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